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GA 鋼板(板厚 0.8mm，原材 冷間圧延鋼板(SGCC 材)）
とアルミニウム合金 A6061 板(板厚 0.8mm：以













下,A6061 負極)について比較検討を行った．表 1 に，

















A6061 側試料の試料長手方向および直行方向の 2 方
向をノギスにより測定し，数値を平均化した． 
 
図 1  引張せん断試験片 
 
















図 2 スポット溶接部の破断形態 
 
破断形態がシャー破断であった溶接条件(通電時
間 0.20s，電流値 8.0kA，加圧力 1.0kN)における荷
重-変位曲線を図 3に示す．A6061 正極を実線，A6061
負極を破線で示す．A6061 正極での最大荷重は








図 3 荷重-変位曲線（シャー破断） 
 
図 4 荷重-変位曲線（プラグ破断） 
 
一方，破断形態がプラグ破断であった溶接条件
(通電時間 0.20s，電流値 10.0kA，加圧力 1.0kN）に







GA 鋼板と A6061 の接合界面反応層(溶接部中央部
















図 5 接合界面反応層の SEM-EDS 像 
 
表 2 ナゲット径[mm] 
電流値[kA] 8.00 9.00 9.00 8.00 8.00
通電時間[s] 0.20 0.20 0.10 0.10 0.15
A6061 正極 4.4 5.3 4.9 4.6 4.5





りの発熱（吸熱）量 Q [J] と電流 I [A]との関係
は，次の(1)式のように表すことができる． 





















因を検討した．A6061 正極の場合は A6061 の変形量
が小さくA6061の板厚が十分にあり材料強度を確保
できたため，降伏からの伸びは小さく破断したと推






電時間 0.20s，電流値 8.0kA，加圧力 1.0kN)におけ
る接合部断面の Zn に関して EDS による定量分析を
行った．接合界面反応層(溶接部中央部分)の
SEM-EDS 像および GA 側，A6061 側，その中間近傍と
分けた測定箇所を図 6に示す．表 3に A6061 正極と
A6061 負極での Zn を定量分析結果の平均値を示す．  
 
図 6 SEM-EDS 像 
 
表 3 接合界面反応層の Zn 定量分析結果 
 EDS による定量分析(at%) 
A6061 正極 A6061 負極 
GA 鋼板側 2.78 0.49 
中間近傍 1.55 0.34 
A6061 側 0.93 0.38 
 
GA 鋼板のめっき層は，合金化された FeZn13(ζ相) 
で構成され，厚さは約 10μm であった(4)． 
Zn の定量分析結果から，残存する Zn は GA 鋼板側
からA6061側に濃度勾配をもって分布していると推
測される．GA 鋼板側，中間近傍，A6061 側のいずれ
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